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要旨 

  

動的植生モデルが組み込まれた米大気研究センター（NCAR）の地球システムモデルを

用いて、モンスーン域と乾燥域の動的植生に起因する気候変動を調べた。現在気候につい

て動的植生と固定植生の二つの実験の比較から、モンスーン域と乾燥域は動的植生に対し

て異なる気候応答を示すことが分かった。半球規模では、動的植生に対し、降水は主に北

半球で増加、南半球で減少し、地表面温度は両半球共に下降する。地域規模では、動的植

生に対し、降水はアジアモンスーン域以外のモンスーン域で主に減少し、乾燥域での降水

の応答はモンスーン域に比べ弱い。地表面温度は北半球冬のアジアモンスーン域のみ動的

植生により顕著に上昇し、残りのモンスーン域と乾燥域では主に下降する。従って、アジ

アモンスーン域の動的植生に対する気候応答は他の地域と明らかに異なる。更に解析を進

めると、動的植生は東アジアにおける東西海面気圧勾配と下層の南北風の変化を変調させ、

東アジアの夏（冬）のモンスーンを強（弱）めうることが示された。力学解析によると、

これら気候変動の半球や地域による違いは、動的植生が引き起こす水蒸気輸送と正味の地

表面放射強制力の変化が原因と思われる。 


